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情報化社会の発展に伴い、ICT 機器が幅広い分野に浸透している。特にスマートフォンについては、

目紛しい進化と発展が生じ、2018 年の調査では、20 代の若者の普及率は 95％となっている（１）。スマ

ートフォンの入力は、音声やカメラによる画像認識もあるが、片手で入力ができるテンキー方式やキ

ーを押す回数を減らしたフリック入力が主流となっている。この影響で、タッチタイピングが苦手な

若者が増えている。しかしながら、システム構築やアプリケーション開発などにおいて、タイピングに

よる入力業務も多い。本発表では、キーボード・リテラシーについて、大学での「情報機器の利用」に

関する教育と高校の教科「情報」の内容についてまとめていく。

１．はじめに
コンピュータの入力機器として、マウス、キー

ボード、タッチパネルなどに加え、音声による入

力、カメラやスキャナーを使った画像認識等が利

用されている。従来、コンピュータの文字入力で

は、キーボードによる入力が主流であったが、ス

マートフォンやタブレットの普及によって、テン

キーを利用したフリック入力が主流となってきて

いる。大学生の場合、スマートフォンをほぼ 100％

所有しており、学生の多くがキーボード入力より

もフリック入力が慣れていると言っている。しか

し、大学ではドキュメント作成、プログラミング、

アプリケーションやシステム開発など、コンピュ

ータを用いた授業において、キーボード入力が不

可欠であり、今後もキーボードを利用した授業が

続くと予想される。また、IT 社会においても

BYOD(Bring your own device)が進みつつあるが、

コンピュータスキルとしてキーボード・リテラシ

ーが必要とする企業は多い。

キーボード・リテラシーの教育は、いつの段階

でスタートしていけば良いか、高校の教科「情報」

の推移から検討していく。 

２．キーボード・リテラシーと教科「情報」

2000 年頃は、教科「情報」の導入前であり、高校

時代におけるコンピュータへの情報入力の機会が

それほどなかった。また、スマートフォンが一般

化する前で、携帯電話での情報利用は、テンキー

から入力であった。このような状況下において大

学での情報教育の中でキーボード・リテラシーの

教育の必要性が生じていた。そのためにタイピン

グソフトの利用がされて、成果を挙げていた。

2003 年に教科「情報」の導入がされ、「情報 A」

「情報 B」「情報 C」の 3 科目は設置された。この

3 科目の中で、多くの高等学校が利用したのが「情

報 A」であった。この時期、高校での「情報 A」

「情報 B」「情報 C」の選択率は、80％、5％、15％
であり、概ねの高校で「情報 A」が選択されてい

た(2)(3)。情報 A では表 1 の内容(4)が扱われていた。 

表１ 「情報 A」 
（１） コンピュータを使ってみよう
（２） ネットワークを利⽤したコミュニ

ケーション
（３） コンピュータを活⽤した問題解決
（４） マルチメディア作品の制作
（５） ディジタル技術と情報社会

「情報 A」は、科目の目標が「コンピュータや情

報通信ネットワークなどの活用を通して、情報を

適切に収集・処理・発信するための基礎的な知識

と技能を習得させるとともに、情報を主体的に活

用しようとする態度を育てる。」であり、授業の中

で「文章の作成」「メールの作成」「HP の作成」の

指導が行われていた。

教科「情報」の導入・「情報 A」の履修により、高

校においてキーボード操作の習得が行われている

ことがわかる。従って、大学入学時に多くの学生

が、キーボード操作を習得していた。この時期よ

り大学の情報教育における「キーボード・リテラ

シー教育」の必要性が低くなった。

2013 年の学習指導要領の改訂により、教科「情

報」は、「情報 A」「情報 B」「情報 C」の 3 科目か

ら「社会と情報」「情報の科学」の 2 科目の設置へ

改訂された。「社会と情報」「情報の科学」の選択

率は、80％、20％である(3)(4)。「社会と情報」「情報

の科学」の 2 科目の中で、多くの高等学校が利用

したのが、「社会と情報」であった。また、「社会と

情報」では表２の内容が扱われている。

表２ 「社会と情報」

（１） 情報とメディア
（２） 情報社会と情報モラル
（３） ディジタル情報と情報の活⽤
（４） 情報通信ネットワーク
（５） 望ましい情報社会の構築
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「社会と情報」は、その目的が、「情報及び情報技

術を活用するための知識と技能を習得させ、情報

に関する科学的な見方や考え方を養うとともに、

社会の中で情報及び情報技術が果たしている役割

や影響を理解させ、社会の情報化の進展に主体的

に対応できる能力と態度を育てる。」であり、「情

報 B」の内容を引き継いで発展させる位置づけに

なっている。また、「情報の科学」が「情報 C」の

内容を引き継いで発展させえたものであり、「情報

A」の内容は、「社会と情報」「情報の科学」の中に

発展的に含められた（上田、林 [5]、高等学校学習

指導要領解説 情報編[6]、高等学校普通教科「情報」

改訂のポイント[7]）。 
「情報 B」を引き継いだ「社会と情報」では、コ

ンピュータ・ネットワークの仕組み等の理解に重

点が置かれ、「情報 A」における「文章の作成」「メ

ールの作成」「HP の作成」に関する指導にはその

重点が置かれていない。すなわち、「情報 A」程は、

情報の入力技術の習得を行っていない。このよう

な「情報 A」において行われていた実習が削減さ

れた点に関して、上田、林 [5]は、「共通教科「情

報」では「情報 A」で行われていた実習が削減さ

れたため、コンピュータ操作能力が十分でないま

ま高校での教育課程を修了する生徒が増える可能

性がある」と指摘している。 
これと同時に、2007 年より広がってきたスマーフ

ォンの利用とタブレット等におけるタッチパネル

の利用へと情報入力の方法がシフトした。 
 平成 29 年度の「情報活用能力調査（高等学校）」

（[7]）において「1 分間に A4 用紙 1 行程度（40
字程度）の文字入力のできる生徒は、高等学校で

６％程度、中学生で２％程度であると報告してい

る。また、高校生の 94％が自分自身のスマーフォ

ンを利用している。 
従って、2013 年以降、高校生においては、それ以

前の生徒に比べ、キーボード操作に慣れていない

といえる。そのため、大学においても、キーボード

リテラシーの教育の必要性が復活した。 
 
3．企業が求める IT リテラシー 
 企業において求められている IT リテラシーと

して情報処理推進機構（IPA）の IT リテラシース

タンダード（ITLS）を表３に示す。「B3 操作・表

現の技術」において、オフィスツールなどのソフ

トウェアの特徴と基本操作、論理的で効果的なレ

ポート作成と発信の考え方ができるように求めて

いる。 

表３ IT リテラシースタンダード（ITLS） 
Ａ．ＩＴ
の動向 

A1. IT の潮流とビジネスへの影響 
A2. 各種情報システムの特徴 
A3. サービスやソフトウェア・ハー
ドウェアの選択と適⽤ 

Ｂ．ビジ
ネ ス の
改善・刷
新 

B1. 情報の取得・分析 
B2. 改善・刷新の実施 
B3. 操作・表現の技術 

Ｃ．リス
ク対応 

C1. 規程・⽅針 
C2. 脅威 
C3. 対策 

Ｄ．IT へ
の投資 

D1. 開発・運⽤の技術 
D2. IT 関連法規 
D3. コンピュータ科学 

4．まとめ 
2022 年から施行される次の学習指導要領では、

「情報Ⅰ」「情報Ⅱ」が設置され、「情報Ⅰ」が必修

化される。「情報Ⅰ」においては、プログラミング

が導入される。プログラムの作成をどのように習

得させるか、見えない点が多いが、「情報Ⅰ」の学

習を通してキーボードを利用した情報入力が増え、

その操作に慣れた生徒が増えることが予想される。

すなわち、キーボード・リテラシーを備えた高校

生の増加が見込まれる。 
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